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主な内容　p2-3メタボリックシンドローム予防　p4-5県議・市議
選挙、奨学生募集、出産育児一時金、年金　p6稲バラ　p7-9くら情
p12うまいもん　p13イナビト　p14-15保健センター

表紙　10月4日、宮本看護専門学
校で行われた戴帽式の一コマで
す。（関連記事p10-11）
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予防しましょう
メタボリックシンドローム

最近、テレビや新聞などで聞いたり目にしたりする「メタボリックシン
ドローム」。自分は関係ないと見過ごしていませんか？
　メタボリックシンドロームとは内臓脂肪の蓄積により、高脂血症や、
糖尿病、高血圧症を合併する症候群のことをいいます。
　このメタボリックシンドロームという状態は、動脈硬化を急速に進行
させることがわかってきました。動脈硬化は自覚症状がなく進行し、心
臓病や脳卒中など命に関わる危険な病気を起こす原因となります。
　「ちょっと太りぎみ」「ちょっと血圧が高め」、そのちょっとを見逃すと
将来大変な事になるかもしれません。
稲敷市健康増進課健康増進係（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

項目 はい いいえ
自分のウエストサイズを知っている？ 0点 1点
ウエストは男性85㎝以上、女性90㎝以上ですか？ 3点 0点

健診で肥満を指摘された事がありますか？ 2点 0点

健診で高脂血症、糖尿病、高血圧のいずれかの指摘を受け
たことがありますか？ 2点 0点

食べるのが早いほうですか？ 1点 0点
食事は満腹になるまで食べますか？ 1点 0点
間食をよく取りますか？ 1点 0点
1日の歩行時間は30分以上ですか？ 0点 1点
タバコを吸いますか？ 1点 0点

あなたの合計            点

○1日3食、規則正しく食べる。朝食や昼食をぬかない
○腹八分目を心がけ、食べ過ぎない
○ゆっくり良くかんで食べる
○菓子や甘い物を控え、買い置きをしない
○外食する場合は単品メニューを避け、副菜のついた定
　食物を選ぶ
○お酒を飲む場合は、つまみに野
　菜中心の低エネルギーのものを
　選び、飲んだあとに脂っぽいも
　のなどを食べない。飲み過ぎず、
　早めに切り上げる

○日常生活のなかで積極的に体を動かそう
•駅やデパート、勤務先などでは、エスカレータやエレ
　ベータを使わず階段を
•洗車や庭木の手入れ、布団を干すなど体を動かす家事
　を
•テレビを見ながら、腹筋や腕立
　て伏せなど筋力トレーニングを
○車での移動を控え、徒歩や自転
　車を利用する
○休日はごろ寝せず、趣味やスポ
　ーツなど好きなことに熱中する

①おへその高さの腹囲
　男性85㎝以上、女性90㎝以上

②脂質
中性脂肪150㎎/dl 以上
またはHDL コレステロール40㎎/dl 未満

③血圧
収縮期血圧130㎜Hg 以上　
または拡張期血圧85㎜Hg 以上

④空腹時血糖
　110㎎/dl 以上

①の腹囲に加えて②〜④のうち2つ以上当てはまる
場合は、メタボリックシンドロームと判定されます。

▪メタボリックシンドローム診断基準

6点以上の方 :メタボリックシンドロームの疑いあり
5〜3点の方 : メタボリックシンドローム予備軍の可能性あり
2点以下の方 : 今は大丈夫。「ちょっと〜が〜」を見逃さないように

あてはまる方にチェックし、合計点数を見てみましょう。
▪メタボリックシンドロームチェック

▪メタボリックシンドロームを予防・解消するために

▪生活習慣病・メタボリックシンドローム予防教室
生活習慣病は自覚症状がほとんど
ないため、見過ごしやすく、自覚
症状が現れた時には慢性化や重症
化、合併症へと進行していること
が少なくありません。早期発見、
早期治療が大切で、検診で、血糖
値・血圧・脂肪値など「ちょっと
高め」だった方や、「太りぎみ」だ
った方は、是非この教室を機会に、
生活習慣の改善に取り組んでみま
せんか？
健康増進課までお申し込みくださ
い。

回数 実施日 内　容 準備物

１ 1月18日（木） オリエンテーション・健康チェック・血圧測定・体脂
肪測定・保健師講話

検診結果表
血液検査表
筆記用具

運動時
（室内用靴・タ
オル・水）

調理実習時
（エプロン・三
角巾・材料費）

２ １月25日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・運動講話と実技

３ ２月１日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・栄養講話

４ ２月８日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・運動講話と実技

５ ２月15日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・栄養講話

６ ２月21日（水） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・村山耕子医師講話

７ ３月１日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・調理実習

８ ３月８日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・運動講話と実技

９ ３月15日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・個別栄養相談と運
動実技

10 ３月22日（木） 健康チェック・血圧・体脂肪測定・個別栄養相談と運
動実技・継続のポイント・まとめ

期間：平成19年１月18日（木）〜３月22日（木）全10回
時間：午後２時〜３時30分（3月1日は午前10時より）

場所：稲敷市ふれあいセンター
申込：1月12日（金）まで

▪メタボリックシンドローム予防講演会
以前より、ウエスト周りが太くなった、検診結果で血圧・血
糖値・中性脂肪がちょっと高めだった方、メタボリックシ
ンドロームって、どんな病気か詳しく知りたい方など、是
非ご参加ください。健康増進課までお申し込みください。

日時：平成19年２月21日（水）午後2時から
場所：稲敷市ふれあいセンター研修室
講師：村山耕子氏（村山内科クリニック医師）

定員：１００人
申込：２月9日（金）まで※定員になりしだい締切り

食生活 運　動
生活習慣の改善をしましょう。ポイントは「食生活」と「運動」です。

この際禁煙も
禁煙は動脈硬化を促進させる代表的な危
険因子です。生活習慣を改善するときに
は、ぜひ禁煙も加えましょう。禁煙の第
一歩は「やめる」意思を持つことです。
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トピックス

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
こ
ん
な
と
き
に
は
手
続
き
を

誕
生
月
が
来
た
と
き

毎
年
１
回
、
誕
生
月
の
初
旬
に

「
現
況
届
」
を
社
会
保
険
業
務

セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
に
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
12
月
生
ま
れ

の
方
か
ら
現
況
届
の
提
出
を
原

則
不
要
と
し
ま
す
。今
後
は
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

受
給
者
の
現
況（
生
存
）確
認
を

行
な
い
ま
す
。（
11
月
生
ま
れ
の

受
給
権
者
ま
で
は
、
今
年
は
現
況

届
の
提
出
が
必
要
）

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
現

況
届
以
外
の
届
出
が
引
き
続
き

必
要
で
す
。提
出
が
必
要
な
届

出
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て

い
る
場
合（
生
計
維
持
確
認
届
）

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め

「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要
な

場
合

支
払
機
関
を
変
え
る
と
き

住
所
や
、
支
払
い
を
受
け
る
金

融
機
関
を
変
更
す
る
と
き
は
、

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払

機
関
変
更
届
」
を
社
会
保
険
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き

年
金
証
書
を
汚
し
た
り
な
く
し

た
り
し
た
と
き
は
、「
年
金
証

書
再
交
付
申
請
書
」
を
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
再
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年

金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」
を

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
年
金
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

９
）保

険
料
納
付
相
談

日
時
：
12
月
20
日（
水
）午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

／
場
所
：
江
戸
崎
庁
舎
２

階
北
会
議
室

県
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
選
挙

　
12
月
10
日（
日
）は
投
票
日
で
す

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
（
12
月
10
日
）
に
仕

事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。選
挙
に
よ

っ
て
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

12
月
２
日（
土
）〜
９
日（
土
）

稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙

12
月
４
日（
月
）〜
９
日（
土
）

※
12
月
４
日
以
降
は
ど
ち
ら
の

選
挙
の
投
票
も
で
き
ま
す
。

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

稲
敷
市
役
所
各
庁
舎
（
江
戸
崎

庁
舎
、
新
利
根
庁
舎
、
桜
川
庁
舎
、

東
庁
舎
）

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
江
戸
崎
庁
舎
内
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
０
９
）

告
示
日

茨
城
県
議
会
議
員
選
挙

12
月
１
日（
金
）

稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙

12
月
３
日（
日
）

投
票
日

12
月
10
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時　

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

投
票
所

投
票
は
市
内
38
か
所
の
投
票
所

で
行
い
ま
す
。投
票
所
入
場
券

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
所

を
ご
確
認
の
う
え
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

は
が
き
１
枚
に
世
帯
４
人
ま
で

連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
切

り
離
し
て
必
ず
本
人
が
投
票
所

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
制
度

　
出
産
費
用
を
国
保
か
ら
直
接
病
院
へ

険
者
の
方
に
代
わ
っ
て
、
国
保

か
ら
直
接
病
院（
委
任
払
取
扱
機

関
）な
ど
に
支
払
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
原
則
と
し
て
国
民

健
康
保
険
税
に
滞
納
が
な
い
世

帯
に
限
り
ま
す
。

　
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
保
険
課
国
保
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
出
産

を
控
え
た
被
保
険
者
の
出
産
費

用
の
負
担
を
や
わ
ら
げ
、
安
心

し
て
出
産
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

来
年
１
月
１
日
か
ら
「
出
産
育

児
一
時
金
受
領
委
任
払
制
度
」

を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
は
、
出
産
に
か

か
る
費
用
を
出
産
育
児
一
時
金

の
中
か
ら
（
上
限
35
万
円
）
被
保

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

　
継
続
使
用
の
申
請
は
３
月
１
日
ま
で

れ
た
措
置
を
講
じ
、
環
境
省
の

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
使
用
後
の
ハ
チ
は
確
実

に
殺
処
分
す
る
な
ど
の
処
置
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
継
続
し
て
ハ
チ
を
使
用
す
る

場
合
は
、
来
年
３
月
１
日
ま
で

に
環
境
省
へ
申
請
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
申
請

セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ

は
、
今
年
９
月
１
日
か
ら
特
定

外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
飼
養

な
ど（
飼
育
、
保
管
、
運
搬
）が
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
な
す
、
ト
マ

ト
な
ど
の
施
設
栽
培
で
受
粉
用

昆
虫
と
し
て
こ
の
ハ
チ
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、
逸
出
防
止
の
ネ

ッ
ト
展
帳
を
行
う
な
ど
定
め
ら

手
続
き
方
法

総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁
舎
は
保
険

課
国
保
係
）
で
必
要
な
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
５
）

し
て
も
環
境
省
の
許
可
が
下
り

る
ま
で
使
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。取
り
ま
と
め
て
の
申
請

と
な
り
ま
す
の
で
１
月
31
日
ま

で
に
農
政
課
へ
申
請
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
５（
直
通
）

平
成
19
年
度
奨
学
生
募
集

　
学
資
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

学
業
に
優
れ
、
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
。
／
募

集
15
名
以
内
※
大
学
に
在
学
中

の
方
も
対
象

貸
与
額

月
額
２
万
５
０
０
０
円

手
続
き
方
法

要
項
な
ど
を
教
育
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
窓
口
課
で
受
け
取
り
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
方
に
対
し
て

学
資
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

出
願
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
弟
で
、

高
等
学
校（
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、

養
護
学
校
の
高
等
部
を
含
む
）
に

在
学
し
、
大
学（
短
期
大
学
を
含

む
）
や
専
門
学
校
な
ど
に
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
で
、
人
物
、

第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
開
催

　
学
校
給
食
費
等
の
改
正
に
つ
い
て
答
申

る
こ
と
で
、
出
席
委
員
（
18
名
）

全
員
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

　
特
に
、
米
飯
の
委
託
・
持
参

に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る

た
め
、
今
回
の
改
正
を
土
台
に
、

引
き
続
き
、
保
護
者
の
考
え
を

ふ
ま
え
な
が
ら
意
見
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
、
夏
休
み
に
実
施
し

た
給
食
費
未
納
者
宅
訪
問
の
結

今
年
度
２
回
目
と
な
る
学
校
給

食
運
営
委
員
会
が
10
月
16
日
に

開
催
さ
れ
、
懸
案
事
項
と
な
っ

て
い
た
旧
４
地
区
の
給
食
費
の

調
整
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
給
食
費
の
市
内

統
一
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
米
飯
の
委
託
・
持
参
地
区

の
現
状
を
維
持
し
つ
つ
統
一
す

必
要
書
類
（
合
格
証
、
医
師
の
証

明
、在
学
証
明
な
ど
）を
添
え
て
、

教
育
総
務
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。願
書
交
付
＝
12
月
11
日

（
月
）
〜
。出
願
期
間
＝
４
月
10

日（
火
）〜
５
月
２
日（
水
）（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

※
必
要
書
類
の
中
に
は
発
行
に

時
間
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
２
７（
直
通
）

果
報
告
が
あ
り
、
収
納
額
は
市

全
体
で
41
件
。約
90
万
円
で
し

た
。（
未
納
額
は
10
月
１
日
現
在
、

江
戸
崎
地
区
＝
１
８
５
件
・
約
５

５
２
万
円
、新
利
根
地
区
＝
32
件
・

約
89
万
円
、桜
川
地
区
＝
０
件
、東

地
区
＝
６
件
・
約
17
万
円
）ま
た
、

未
納
者
対
策
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
継
続
的
に
進
め
て
行
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
６
０
１
・
３
８
０
１
）
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稲敷バラエティー

糸賀梨絵さん（三次）と愛犬のジュリ
ア（ゴールデン・レトリバー／メス／ 5歳）。

「糸賀家のかわいい長女と長犬です。」
● 掲 載 希 望 の 方 は 生 活 環 境 課
tel.029-892-2000（内線4400）まで

犬
小
屋
は

　
い
つ
も
清
潔
に
！

る
と
相
当
な
台
数
と
費
用
が
か

か
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
運
ぶ

方
法
が
な
い
場
合
に
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
近
年
ご
み
の
有
料
化
の
話
が

聞
か
れ
、
住
民
に
対
す
る
一
部

費
用
負
担
を
求
め
る
自
治
体
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。当
市
に

お
い
て
も
ご
み
処
理
費
の
増
加

は
例
外
で
は
な
く
、
更
に
ご
み

処
理
費
用
の
負
担
増
加
を
招
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ご
理
解

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

粗
大
ゴ
ミ
収
集
の
時
は
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。市

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
で
の
引
取
り

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

粗
大
ご
み
は
、
各
自
、
衛
生
土

木
組
合
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。市
で
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
粗
大
ご
み
の
収

集
を
無
料
で
年
４
回
市
内
４
地

区
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
市

で
必
要
な
ト
ラ
ッ
ク
を
手
配
す

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

ー
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

い
た
兄
の
影
響
を
受
け
て
、
小

学
校
３
年
生
の
と
き
に
始
め
ま

し
た
。今
は
外
野
手
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
昔（
中
学
生
の

時
）は
サ
ー
ド
に
憧
れ
て
い
て
、

や
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
下
手
で
す
ぐ
に
外
野
に

戻
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た（
笑
）

ー
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

休
み
の
日
と
か
は
原
付
（
バ
イ

ク
）
で
成
田
と
か
土
浦
と
か
に

行
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。最
近
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
ハ
マ
っ
て
ま
す
。

チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
行
っ
た
り

し
て
。こ
の
前
は
ス
コ
ア
２
０

０
を
出
し
ま
し
た
！
み
ん
な
で

行
く
と
盛
り
上
が
っ
て
、
そ
の

雰
囲
気
で
良
い
ス
コ
ア
が
で
る

み
た
い
で
す
よ
。

ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
う
ま
く
な

る
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
で
す
ね
ぇ
。ボ
ー
ル
を

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

で
や
る
こ
と
で
す
ね
。バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
楽
し
い
で
す
か
ら
。

で
も
自
分
の
場
合
、
波
が
激
し

い
ん
で
す
よ
。調
子
の
良
い
と

き
は
す
ご
く
良
い
ん
で
す
け
ど
、

悪
い
と
き
は
と
こ
と
ん
ダ
メ
で

…
…
。そ
ん
な
ス
ラ
ン
プ
の
時

も
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
の
時
に

い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
り
考
え
た
り

し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

か
な
と
思
い
ま
す
。と
に
か
く

チ
ャ
ン
ス
に
強
い
バ
ッ
タ
ー
に

な
り
た
い
で
す
。

ー
今
後
の
目
標
を
。

　
や
っ
ぱ
り
、来
年
の
大
会（
ク

ラ
ブ
選
手
権
、都
市
対
抗
野
球
）で

す
ね
。２
年
連
続
同
じ
結
果
だ

っ
た
の
で
…
…
。そ
の
大
会
で

満
足
い
く
結
果
を
出
す
こ
と
が

目
標
で
す
。今
シ
ー
ズ
ン
以
上

の
結
果
を
出
し
た
い
で
す
。

　
応
援
し
て
く
れ
る
み
な
さ
ん

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

選手とファンとの
キャッチボール⑤

よ
く
見
る

こ
と
で
す

か
ね
。
で

も
、
1
番

は
楽
し
ん

池
いけがみ
上 勝

かつゆき
之

外野手　背番号／４
生年月日／ 1979年12月18日
経歴／相武台高校 ー 東京自彊
術クラブ
趣味／ボウリング

農
林
水
産
統
計

統
計
調
査
員
を
募
集

農
林
水
産
省
で
は
、
農
林
水
産

統
計
調
査
に
興
味
や
関
心
が
あ

る
一
般
の
方
々
を
対
象
に
、
各

種
統
計
調
査
に
携
わ
る
統
計
調

査
員
と
調
査
補
助
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
、
調
査
補
助
者

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
は
、
農
林
水
産
行
政
の

企
画
立
案
や
円
滑
か
つ
効
果
的

な
推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。応
募
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ま
ず
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
関
東
農
政
局
土
浦
統
計
・
情

報
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
飯
島
）☎

０
２
９
︲
８
２
１
︲
０
０
０
２

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

【
航
空
カ
レ
ン
ダ
ー
展
（
２
０
０

７
年
）】

内
容
：
成
田
空
港
に
乗
り
入
れ

て
い
る
航
空
会
社
や
飛
行
機
な

ど
に
関
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
一

堂
に
展
示
／
開
催
期
間
：
12
月

19
日（
火
）〜
１
月
14
日（
日
）

【
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
】

informationくらしと情報

ー
プ「
キ
ャ
ト
ル
・
リ
ー
フ
」に

よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
風
の
大
太
鼓
〜
希
望
の
力

で
明
日
は
変
わ
る
〜
」
を
公
演

し
ま
す
。

日
時
：
12
月
９
日（
土
）午
後
２

時
〜
／
場
所
：
み
や
ざ
き
ホ
ス

ピ
タ
ル
６
階
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー

ル
／
入
場
料
：
無
料

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
上

根
本
３
４
７
４
）☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
３
３
２
１

年
末
年
始
の

パ
ス
ポ
ー
ト
取
扱
い
窓
口

県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
次
の
期
間
、
年
末
年
始
の

休
み
と
な
り
ま
す
。

【
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
土
浦
市
大
和
町
「
ウ
ラ
ラ
３
」
４

階
）】

期
間
：
12
月
29
日（
金
）〜
１
月

３
日
（
水
）
／
年
内
交
付
：
12

月
19
日（
火
）ま
で
に
申
請

【
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

取
手
出
張
所（
取
手
市
役
所
内
）】

期
間
：
12
月
23
日（
土
）〜
１
月

８
日
（
月
）
／
年
内
交
付
：
12

月
８
日（
金
）ま
で
に
申
請

●
県
南
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
︲
８
２
５
︲
４
５
５

５

初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座

受
講
生
募
集

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
資
料

館
講
座
「
初
歩
か
ら
の
古
文
書

講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
初
心

者
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。第

１
回
講
座
は
12
月
16
日（
土
）に

開
催
予
定
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
。教
材
・
資

料
は
資
料
館
所
蔵
品
を
利
用
し

ま
す
が
、
別
途
必
要
と
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
受
講
生
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

日
時
：
毎
月
第
３
土
曜
日
・
午

後
２
時
〜
４
時
／
会
場
：
市
立

図
書
館
２
階
会
議
室
／
講
師
：

坂
本
弥
太
郎
氏
、
根
藤
隼
人
氏

定
員
：
15
人
程
度（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

病
院
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ア
タ
ー

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、

第
１
回
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ア
タ
ー

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３

３
９
５（
直
通
）

●
竜
ヶ
崎
土
木
事
務
所
河
川
整

備
課
（
龍
ケ
崎
市
馴
柴
町
３
５
）

☎
０
２
９
７
︲
６
５
︲
３
４
１

１
年
末
の

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

茨
城
県
と
茨
城
県
交
通
対
策
協

議
会
で
は
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
県
民
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
よ
り
交

通
事
故
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

運
動
期
間
：
12
月
１
日（
金
）〜

12
月
31
日
（
日
）
／
ス
ロ
ー
ガ

ン
：
「
つ
い
一
杯　
鈍
る
判
断

待
つ
地
獄
」
／
運
動
の
重
点
：

【
最
重
点
】
飲
酒
運
転
の
追
放

【
重
点
】
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
、
薄
暮
時
お
よ
び
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
、
後
部
座
席
を

含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

●
茨
城
県
生
活
文
化
課
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
２
８
４
２

案内

an

内
容
：
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

囲
ん
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

お
菓
子
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
／

開
催
日
：
12
月
23
日（
土
）

●
航
空
科
学
博
物
館
（
千
葉
県

山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１
︲
３
）

☎
０
４
７
９
︲
７
８
︲
０
５
５

７
霞
ヶ
浦
圏
域

河
川
整
備
計
画

茨
城
県
で
は
、
霞
ヶ
浦
圏
域
の

県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
を
対

象
に
、
洪
水
対
策
に
関
す
る
こ

と
（
治
水
）、
農
業
用
水
な
ど
の

河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に

関
す
る
こ
と（
環
境
）な
ど
に
つ

い
て
河
川
整
備
計
画
を
作
成
し

て
い
ま
す
。こ
の
計
画
に
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
計
画
の
原
案
を
公

表
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
縦
覧
期
間
中
、
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
河
川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
原
案
を
公
開
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
：
12
月
１
日（
金
）〜

15
日（
金
）※
土
・
日
を
除
く
／

縦
覧
場
所
：
稲
敷
市
役
所
道
路

維
持
課
、竜
ヶ
崎
土
木
事
務
所

●
稲
敷
市
道
路
維
持
課
（
東
庁
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稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 12月25日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室 12月25日（月） 午後１時〜
太極拳教室 12月13日（水） 午後1時30分〜
生花教室 12月21日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会 12月15日（金） 午後7時〜
カラオケ教室 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室 12月27日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会 12月8日（金） 午前10時30分〜
茶道教室 12月28日（木） 午前10時〜
囲碁教室 月曜 午後１時〜
陶芸などの展示会 12月9日・10日 午前10時〜

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
11月30日（木） 　、　、　 江戸崎公民館
12月7日（木） 　、　、　 東庁舎
12月14日（木） 　、　、　 ふれあいセンター
12月19日（火） 　  江戸崎庁舎
12月20日（水） 　  桜川庁舎
12月21日（木） 　、　、　 桜川庁舎
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。12月11日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
12月3日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
12月10日（日） 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
12月17日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 宮崎こどもクリニック（阿見）tel.029-891-3000
 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
12月23日（土） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
12月24日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
12月29日（金） 朝野循環器科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0178
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
12月30日（土） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
 さくらクリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-1211
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
12月31日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 はたの内科松葉クリニック（龍ケ崎）tel.0297-65-7282
 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561

informationくらしと情報 informationくらしと情報

発生件数：23（282）
　負傷者：26（359）
　　死者：1（8）
※10月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,915人（-29）
　　男：24,255人（-16）
　　女：24,660人（-13）
世帯数：14,958戸（+ 1）
※11月1日現在。（ ）は前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
火 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
水 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
木 午後６時〜９時 龍ケ崎済生会病院③
金 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
日 午前９時〜正午 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃 正午〜午後３時 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

納期限12月25日（月）
固定資産税：3期
介護保険料：5期
国民健康保険税：5期

犬猫引取 12月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：12月14日（木）午後
2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪教育相談
教育相談員が、お子さんに関する相談に応じます。
日時：毎週火、水、木曜日・午前9時〜午後5時／場所：新利根庁
舎教育相談室／相談形式：電話相談、来室相談
●稲敷市教育委員会教育相談室tel.0297-87-0121（直通）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：12月7日（木）、21日（木）・午前10時〜午後4時／場所：
各公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：12月7日（木）、21日（木）江戸崎体育館／時間：午前10時
〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
12月5日（火） サロンの日・相談日（読み聞かせ） 定員なし
12月8日（金） りすちゃん広場（0〜1歳）  定員15組
12月12日（火） フラワーアレンジメント講座 定員12組
12月15日（金） うさちゃん広場（1〜2歳）  定員15組
12月20日（水） くまちゃん広場（2歳〜）  定員15組
12月21日（木） 子育てクリスマス会  定員50組
12月22日（金） サロンの日・相談日（読み聞かせ） 定員なし
※21日は江戸崎保育園と合同、会場は新利根改善センター
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
12月5日（火） サロンの日・相談日（読み聞かせ） 定員なし
12月15日（金） 子育て広場   定員なし
12月21日（木） 子育てクリスマス会  定員50組
※21日は新利根つばさ保育園と合同、会場は新利根改善センター
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
12月12日（火） クリスマス会   定員30組
□あそびのひろば : 桜川保育所tel.029-894-3703
12月13日（水） 新聞紙で遊ぼう・ クリスマス会 定員30組
▪交通事故相談
日時：12月20日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
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5a

6

1a

で
は
、
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
を
子

ど
も
た
ち
に
受
け
継
い
で
も
ら
お
う
と
、

郷
土
料
理
教
室
を
、
９
月
と
10
月
に
あ

ず
ま
北
小
学
校
（
写
真
４
ａ
）
と
あ
ず
ま

東
小
学
校
（
写
真
４
ｂ
）
で
開
催
し
ま
し

た
。参
加
し
た
５
年
生
の
児
童
た
ち
は
、

の
っ
ぺ
汁
や
レ
ン
コ
ン
の
キ
ン
ピ
ラ
な

ど
を
つ
く
り
、
郷
土
の
味
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

5
柴
小
で
菊
の
栽
培

柴
崎
小
学
校
で
は
、
市
の
花
で
あ
る

「
菊
」を
育
て
る
こ
と
で
、
郷
土
に
愛
着

を
も
っ
て
も
ら
い
環
境
美
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
６
年
生
53
名
が
菊
の
栽
培
を

行
い
ま
し
た
。今
年
５
月
か
ら
栽
培
を

始
め
、
児
童
た
ち
は
毎
日
交
代
で
水
か

け
や
手
入
れ
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
き
れ

い
な
菊
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

6
消
防
操
法
大
会
、
敢
闘
賞

桜
川
第
3
分
団

「
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
県
南

南
部
地
区
大
会
」
が
10
月
22
日
牛
久
市

で
行
わ
れ
、
市
を
代
表
し
て
桜
川
消
防

団
第
３
分
団（
浮
島
の
柳
縄
・
仲
郷
）が
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。敢
闘
賞
と

な
り
ま
し
た
。出
場
選
手
（
敬
称
略
）
／

指
揮
者
：
村
野
信
吾
／
1
番
員
：
根
本

政
実
／
2
番
員
：
山
野
勝
彦
／
3
番

員
：
浜
田
真
士
／
４
番
員
：
浜
田
国
彦

／
補
助
員
：
村
野
祐
和

で・き・ご・と
10-11月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

1
キ
ャ
ン
ド
ル
の
前
で
戴た
い
帽ぼ
う
式

宮
本
看
護
専
門
学
校
で
10
月
４
日
戴
帽

式
が
行
わ
れ
、
31
名
の
看
護
学
生
が
壇

上
で
校
長
先
生
か
ら
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ

を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
誓
詞
を
朗
唱
し
、
看
護
師
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

2
清
掃
活
動

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
稲
敷
第
1
団
に
よ
る
清
掃
活
動
が
10

月
1
日
行
わ
れ
、
広
域
農
道
沿
い
の
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
ま
し
た
。（
写
真
２
ａ
）

　
ま
た
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主

催
の
「
水
辺
の
清
掃
活
動
」
が
10
月
14

日
和
田
岬
周
辺
で
行
わ
れ
、
防
波
堤
沿

い
や
公
園
内
の
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
し

た
。（
写
真
２
ｂ
）

　
清
掃
活
動
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

3
大
日
苑
で
コ
ン
サ
ー
ト

大
日
苑
を
建
設
し
た
故
植
竹
庄
兵
衛
氏

の
孫
に
あ
た
る
神
崎
愛
さ
ん
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
10
月
15
日
大
日
苑
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。神
崎
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ

の
歌
声
や
フ
ル
ー
ト
の
美
し
い
調
べ
で

聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

4
郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
に

市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
東
支
部

3a

4a4b

5b

1a1b

2a2b

3b
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あずまブロッコリー
問合：JA 稲敷東部経済センター
電話：0299-78-2141
住所：稲敷市上之島3221番地2
※直接販売は行っていません。市内
では直売所浮島（tel.029-894-6622）

で入手できます。要確認。

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

プレゼント
JA稲敷あずまブロッコリー部会か
ら読者の方10名に「ブロッコリー1
箱（4kg・12玉入り）」をプレゼント！

▽応募方法：はがきに必要事項（①

今月のお題「私のブロッコリーの食べ方」

②郵便番号、③住所、④氏名、⑤年齢、⑥

電話番号）を書いてご応募ください。
▽応募先：〒300-0595 ／広報稲敷

「うまいもんプレゼント⑫」係▽締
切：12月15日（金）消印有効。▽注意：
応募は一人一通／当選者には直接お
届けします。

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
17
回

みずみずしい穫れたてのブロッコリーです。実がぎっしりつまってますよ。

新鮮なおいしいブロッコリーをプレゼ
ント。どんどん応募ください。

包丁を使って、決まった大きさに切り
そろえます。

に
出
荷
。新
鮮
で
お
い
し
い
と

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
効
果

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
が
ん
予
防
や

風
邪
予
防
に
欠
か
せ
な
い
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
健
康
野
菜
。カ
ロ
チ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
B2
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
も

豊
富
で
す
。

食
べ
方

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
茹
で
て
食
べ

る
の
が
一
番
。グ
ラ
タ
ン
や
シ

チ
ュ
ー
に
入
れ
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
ね
。私
も
い
た
だ
い
て

み
ま
し
た
が
、
ほ
の
か
な
甘
み

と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感

が
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
！
。

髙城さんご夫妻と。一日でこんなに収
穫するんです。

黒田和美さん（伊佐部）

第8回　吉
よし

澤
ざわ

彩
ひかり

さん

プロフィール
全日本ジュニア障害馬術大会
2006 、3 位。全日本障害馬
術大会2006、ダービー競技
4位。現在、日本馬術連盟の強
化指定選手。15歳
●（有）ヨシザワライディング
ファーム／稲敷市羽賀2412
番地1 ／ tel.029-892-7321

今月は兵庫国体馬術少年団体障害飛
越で優勝した吉澤彩さん（時崎）です。

☆
■乗馬をはじめたきっかけ
私の父は乗馬クラブを経営してい
て、若いときは全日本や国体の選手
として活躍していました。そんな父
の影響で物心ついた時にはもう馬に
乗っていました。本格的に乗馬レッ
スンを始めたのは５歳の頃から。試
合に出るようになったのは小学１年
生からです。小さいときから馬が大
好きでいつも馬と一緒にいました。

■乗馬の魅力は？

乗馬の魅力は馬と一体になることで
す。馬はとても繊細な動物で人の気
持ちをとても感じるので、良い事も
悪い事も伝わってしまいます。自分
の気持ちが通じて馬が一所懸命応え
てくれると、とても嬉しい。そんな
馬との感じ合いが結果に結びついた
時は、最高の気持ちです。

■国体で優勝した感想は？
初めて出場した国体で優勝を飾れて
嬉しかったです。団体は準決勝で強
豪の千葉に接戦で勝ち、決勝戦では
愛媛と戦い、準決勝ほど苦戦せずに
勝つことができ優勝することができ

ました。個人競技はダービーで4位
入賞。標準障害は8位入賞。出場し
た3種目全てに入賞することができ
ました。ただ、馬の調子が良かった
だけに自分のミスで優勝を逃してし
まい、個人競技は悔しい結果でした。

■今後の目標を教えてください。
来年も国体に出場して、今年優勝で
きなかった個人で勝つことです。あ
と、団体は一つ年下の妹、翼

つばさ
とペア

を組む予定なので、姉妹で優勝した
いですね。最終目標はオリンピック
です。ハードルは高いのですが、出
場めざしてがんばりたいです。

稲 敷 で 生 き る 人 々

「
私
も
ヨ

ガ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
す
。

農
作
業
は

初
め
て
で

す
が
、が
ん
ば
り
ま
〜
す
。」

農
家
紹
介

今
月
は
JA
稲
敷
あ
ず
ま
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
部
会
長
の
髙
城
正
明
さ

ん（
釜
井
）の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。あ
ず
ま
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
約
20
年
程
前
に
休
耕
田

を
利
用
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
32
軒
の
農
家
が
栽
培
を
行

っ
て
い
ま
す
。主
に
京
浜
市
場

写真提供：西川孝史さん
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 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申し込む。
1月25日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 ふれあいセンター 要予約
1月25日（木） こころのリハビリ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター 要申込
1月26日（金） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 江戸崎保健センター 要予約

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。1月実施分は12月20日（水）から会場で受け付け。
1月5日（金） 三種混合 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約
1月15日（月） BCG 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約
1月19日（金） 三種混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
1月22日（月） 麻しん風しん混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
1月15日（月） 住民健康相談 午前10時〜11時 桜川保健センター 直接来所

マタニティースクール
申込：対象者には通知
2月7日（水） マタニティースクール① 午前10時〜午後3時 桜川保健センター 要予約
2月14日（水） マタニティースクール② 午前10時〜午後3時 桜川保健センター 要予約

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
2月15日（木） 献血 午前9時30分〜正午 新利根庁舎 
2月15日（木） 献血 午後1時30分〜3時30分 新利根工業団地組合 

骨粗しょう症検診

検診内容：かかとの超音波検査
対象者には1月に通知をします。
▽対象者：40、45、50、55、60、
65、70歳の女性（平成19年3月31日

に上記の年齢になる方）

▽申込：1月15日（月）〜17日（水）に
各保健センターまでお申し込みくださ
い。

▽料金：500円

も年齢とともに骨のカルシウムは減る
ことが分かっています。特に女性は、
閉経期を境に、骨をつくるときに大切
な役割をしている女性ホルモンが失わ
れ、急激に骨の量が減ります。
　骨粗しょう症予防には、食事でカル
シウムを摂取することや適度な運動を
こころがけることが大切です。また、
アルコールの飲みすぎや喫煙はカルシ

ウムの吸収を低下させるので注意が必
要です。骨粗しょう症の検診で、自分
の骨の状態を知ることもできます。
　保健センターで実施する骨粗しょう
症検診の対象となる方は、ぜひこの機
会に受診してください。

保健センターだより
献血について

市では、今年度は年間に13回の献血
を行っています。場所はショッピング
センターや企業、高校、市役所などで、
皆さんのご協力のもとに行われていま
す。
　昨年度の茨城県の献血順位は全国

44位と低く、市でも前年度に比べて
56人の減になっています。
　献血は、全血献血で、200ml 献血と
400ml 献血があります。
　来年度は、成分献血も行う予定です
ので、一般の方にもご協力お願いしま
す。
　輸血に必要な血液をいつでも十分に

献血車での献血の様子

骨粗しょう症

最近背中が丸くなってきた、腰や背中
が痛い……それは骨粗しょう症の危険
信号かもしれません。以前はすべて年
のせいとされていましたが、今では予
防や治療をすることができます。
　骨粗しょう症とは、骨のなかのカル
シウムの量が極端に減ってしまう病気
です。骨粗しょう症になると骨がもろ
くなり骨折しやすくなります。だれで

確保しておくためには、絶えず献血が
必要となりますので、皆さんのご協力
をよろしくお願いします。
　また、今年の10月から、献血手帳が
カード化され、携帯しやすく、本人確
認がスムーズになりました。また、次
回の献血可能日が印字されるので、わ
かりやすくなっています。

江戸崎総合高校での献血の様子

検診日程
実施日 時間 場所
2月1日（木） 午前10時〜11時 ふれあいセンター
 午後1時30分〜2時30分 江戸崎保健センター
2月2日（金） 午前10時〜11時 東保健センター
 午後1時30分〜2時30分 桜川保健センター
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スポーツ

市民スキー教室のお知らせ

市教育委員会で
は、スキー教室
を来年1月と2
月に福島県たか
つえスキー場で
開催します。詳
しくはチラシ（応募用紙付き）を各小学
校を通じて児童へ配布しますので、そ
ちらをご覧ください。
江戸崎・桜川地区対象
1月26日（金）〜27日（土）

新利根・東地区対象
2月2日（金）〜3日（土）

▽対象：市内の小学生と保護者※保護
者は、参加児童が小学4年生以下は必
ず参加。小学5、6年生は希望者のみ。
▽応募期間：12月3日（日）〜10日（日）

※月曜日は除く。午前8時30分〜午
後5時

盛り上がったよスポフェス

10月8日、稲敷市民スポーツフェステ
ィバル2006が江戸崎総合運動公園を
会場に開催されました。（写真1、2）

　多くの市民が一堂に会し、交流を深
め、気軽にスポーツやレクリエーショ
ンに親しむことができるようにと企画
されたこの大会も今年で2回目。17
種目で新記録が出るなど、熱い競技が
繰り広げられました。

第3位：糸賀妙子（75.2）

※カッコ内はネット。

身障者水泳選手権大会

第23回日本身体障害者水泳選手権大
会が、10月21日に大阪市舞洲障害者
スポーツセンター「アミティ舞洲」で
行われ、武藤直樹さん（鳩崎）が男子
100 メートル自由形にで 2 分 25 秒
79を記録し、見事3位入賞を果たしま
した。

市民ゴルフ大会

第2回稲敷市民ゴルフ大会が開催さ
れ、一般の部が10月19日、ザ・イン
ペリアルカントリークラブで行われ
102名が参加しました。またシニア・
女子の部が10月20日、霞台カントリ
ークラブで開催され、シニア101名、
女子30名が参加しました。20日のシ
ニアの部には、今大会最高年齢者の糸
賀敬助さん85歳が出場し、豪快にド
ライバーを飛ばしていました。
大会結果
▽一般の部（写真3）＝優勝：岡沢正一

（70.8）、準優勝：飯田勝己（71.0）、第3
位：岩戸良夫（71.2）▽シニアの部（写

真4）＝優勝：長倉次男（70.2）、準優勝：
松本次男（71.2）、第3位：高須康（71.2）

▽女子の部（写真5）＝優勝：高橋佳代
子（73.8）、準優勝：斉藤すみ子（74.0）、

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー12月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 	 1 2
	 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28	 29 30
 31
江戸崎図書室休室
毎週月曜日、12月26日、12月
28〜1月4日
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、12月23日、12月
28日〜1月4日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

「鬼に喰われた女」坂東眞砂子、「ガン
日記」中野孝次、「ラストワンマイル」
楡周平、「ペストリーホワイト」大崎善
生、「ぼくはいくじなしと、ここに宣言
する」森毅　ほか

江戸崎図書室

新着図書
「初恋温泉」吉田修一、「われ巣鴨に出
頭せず」工藤美代子、「謝謝宮沢賢治」
王敏、「子育てハッピーアドバイス③」
明橋大二郎、「世界の日本人ジョーク
集」早坂隆　ほか

　▽日時：12月17日（日）午後2時〜

12月の展示
「捨てられない」を克服して大掃除
家事が苦手だと思っている人も多いか
と思います。でも考え方とやり方しだ
いで、家事はやりがいのある楽しい仕
事に変身します。あなた自身の快適生
活を見つけるお手伝いができることを
願って……ぜひ、お役立てください。

年末年始の休館日
年末年始のため12月28日（木）〜1月
4日（木）を休館とします。なお、次の期
間は貸し出し点数を増やします。ぜひ
ご利用ください。
12月14日（木）〜27日（水）＝本・雑
誌10冊まで
12月21日（木）〜27日（水）＝ビデオ・
CD6点まで

新着図書
「空」Chaco 、「リミックス」藤田宜永、

市立図書館

映画会（大人向け）
▽題名「HAZAN」　▽内容：板谷波山、
芸術を愛し、家族に愛された……。ひ
とりの人間を描いた小さな美しい物
語。　▽日時：12月3日（日）午後2時
〜（上映時間108分）　▽申込：当日、図
書館カウンターへ申し込む　▽定員
70名

子ども映画会
▽題名「ハリーポッターと炎のゴブレ
ット」　▽日時：12月9日（土）、10日

（日）午後2時〜（上映時間157分）　▽
申込：当日、図書館カウンターへ申し
込む　▽定員70名

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽内容：クリスマス会です。すてきな
プレゼントを用意してまっています。

新着図書（図書館）
「月下の恋人」浅
田次郎、「戦国一
孤独な男　山本勘
助」童門冬二、「心
ゆたかな四季ごよ
み」吉沢京子　※
写真左から

3

4

5

1

2
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大広間欄間のステンドグラス
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も
う
わ
れ
は
七
十
六
歳	

山
根
三
千
人（
西
代
）

張
替
え
の
終
え
し
障
子
に
夕
茜
映
り
て
わ
れ
は
母
の
胎
内	

柴
崎
文
子（
町
田
）

咲
き
乱
る
る
萩
の
中
よ
り
こ
ほ
ろ
ぎ
の
啼
く
声
満
つ
る
夕
月
の
庭	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

父
に
似
し
叔
父
も
逝
き
た
り
描
き
か
け
の
絵
を
ア
ト
リ
エ
に
ぽ
つ
ん
と
残
し
て	

根
本
邦
子（
押
砂
）

い
く
と
せ
の
想
い
を
歌
に
託
せ
し
か
山
鳩
啼
け
り
と
名
付
け
し
歌
集	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

稲
敷
市
に
は
文
化
遺
産
と
し
後

世
に
伝
え
た
い
建
築
物
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
の
一

部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大だ
い
日に
ち
苑え
ん
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

江
戸
崎
の
門
前
に
残
る
大
日
苑

は
江
戸
崎
入
り
干
拓
の
植
竹
庄

兵
衛
氏
の
居
宅
と
し
て
昭
和
十

四
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。ア

ー
ル
・
デ
コ
風
の
洋
風
建
築
と

広
間
の
和
風
建
築
の
和
洋
折
衷

様
式
で
そ
の
中
で
も
大
広
間
の

欄ら
ん

間ま

に
嵌
め
込
ま
れ
た
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
は
大
変
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
の
文
明
開
化
と
共
に
、

西
洋
建
築
が
日
本
の
建
物
に
取

り
入
れ
ら
れ
、
住
宅
も
同
様
に

一
部
の
階
層
に
好
ま
れ
日
本
建

築
の
棟
梁
た
ち
が
腕
を
振
る
い

ま
し
た
。和
風
の
建
物
に
も
洋

風
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
和
と

洋
を
上
手
く
調
和
さ
せ
た
の
が

こ
の
大
広
間
だ
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

技
法
は
宇
野
澤
辰
雄
と
小
川
三さ
ん

知ち

の
二
人
に
よ
っ
て
基
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。宇
野
澤
は
ド
イ

ツ
に
、
小
川
は
ア
メ
リ
カ
に
留

学
し
ま
し
た
。特
に
興
味
深
い

の
は
小
川
三
知
と
板
谷
波
山

（
茨
城
県
出
身
の
陶
芸
家
）は
東
京

美
術
学
校
の
同
期
生
で
親
し
く

行
き
来
を
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
、
波
山
の
息
子
の
板
谷
梅
樹

も
小
川
の
ア
ト
リ
エ
で
働
き
、

後
に
独
立
し
て
板
谷
ア
ト
リ
エ

を
開
き
ま
し
た
。大
日
苑
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
作
者
は
不
明

で
す
が
品
の
あ
る
作
品
で
小
川

の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
は
な
い

か
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
川
の
作
品
は
東
京
・

音
羽
の
鳩
山
会
館
で
も
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

関
口
邸
の
レ
ン
ガ
造
り

の
長
屋
門
及
び
蔵

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
10
回

　
稲
敷
市
内
の
建
築
案
内
そ
の
一

　
　
　
　
昭
和
と
明
治
の
建
物●

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
恵
子

に
類
を
見
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま
た
、
蔵
も
基
礎
が
塀
を

兼
ね
て
い
て
地
面
か
ら
そ
び
え

て
見
え
る
様
は
威
厳
さ
え
感
じ

ら
れ
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

関口家のレンガ造の長屋門

6畳間欄間のステンドグラス

関口家のレンガ造の蔵

屋
門
の
出
入

り
口
の
ア
ー

チ
や
左
右
に

見
ら
れ
る
上

部
が
ア
ー
チ

の
窓
は
大
変

珍
し
い
造
り

で
す
。
一
見

す
る
と
中
国

に
迷
い
こ
ん

だ
の
で
は
な

い
か
と
思
う

よ
う
な
レ
ン

ガ
に
瓦
屋
根

の
造
り
方
の

長
屋
門
は
他

美
浦
村
と
の
境
近
く

に
建
っ
て
い
る
関
口

分
家
の
長
屋
門
と
蔵

は
明
治
期
の
建
築
の

様
子
を
今
に
残
す
貴

重
な
建
物
で
特
に
長

入い
り

母も

屋や

の

屋
根
の
大



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽人間ドックでの再検査でCT スキャンを初めて体験しました。何事もなくホットし
ましたが、メタボリックシンドロームチェック（p2参照）をすると、予備軍の可能性ありに当ては
まってしまいました。生活習慣を見直すきっかけになりそうです。まずはともあれ「禁煙」から
……（坂本）　▽数年ぶりに新型マシンが導入されます。今までのマシンは故障することもなく、
よく働いてくれました。さらばG4。ようこそintel（G4出）

広報稲敷　12月号　発行日：平成18年11月24日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HP www.city.inashiki.lg.jp

須賀神社須賀神社

古渡橋（改修中）古渡橋（改修中） 小野川小野川

霞ヶ浦霞ヶ浦

熊野神社熊野神社

古渡幼稚園
桜川保育所
古渡幼稚園
桜川保育所

古渡郵便局古渡郵便局

　このときだけは、集落内の人達が集
まり、子供たちが境内の土俵で相撲を
取るなど、にぎやかな「ムラの鎮守の
秋祭り」の場所となります。

古渡岡地区にある熊野神社は文
ぶん

治
じ

年間
（1185〜90）に、熊野別当の湛

たん
増
ぞう

とい
う人物が古渡の地にお祀りしたのが始
まりとされている（『新編常陸国誌』）歴
史ある神社です。また、神仏習合の古
い時代には、小野の逢

ほう
善
ぜん

寺
じ

の末寺であ
った智福院が別当寺を務めていたとさ
れています。
　熊野神社に関しては、永禄 11 年

（1568）仲夏、江戸崎城主土
と

岐
き

治
はる

英
ふさ

が東
条之庄峰熊野権現宝閣壱

いち
宇
う

を建立し、

続いて天正15年（1587）、同じく江戸
崎城主土岐治

はる
綱
つな

が東条之庄古渡峰熊野
三社大権現を再興して御

ご
遷
せん

宮
ぐう

したこと
などが、棟札を書き写した史料に伝え
られています（『東町史史料編古代・中

世』、『東町史通史編』）。
　普段は、集落の奥にひっそりとした
たたずまいを見せている熊野神社です
が、毎年10月には地域の人たちの手
によって、現在でも受け継がれている
例大祭が行われます。

ぶら〜り・稲敷　no.18　熊野神社


